
・�自分にとっては当たり前でも他の人にとっては当たり前で
はない。
・�町には障害がたくさんあるので障害がなくなる社会にしたい。
・�人ではなく環境に問題があって過ごし辛くなっていること
を知った。自分も手伝えることを見つけて誰もが暮らしや
すい社会に変えていきたい。
・�「障害」に対して社会が作ったものだという事を広めていき
たいと思った。どんな人でも社会が受け入れられるような社

会にすることが必要。
・今まで障害などの研修はなかったので新鮮だった。
・�「ふつう」の在り方について考えることができた。多少の不
自由はあるけれどみんな同じだし、まずはそれを理解する人
がふえるといい。
・�私自身が障害をつくり、壁を作っているのではないかと初
めて思った。
・何かできる事があれば手を差し伸べたい。

目　次

・№2　あいさつ・やすらぎ福祉大会
・№3　事業報告
・№4　団体支援活動報告

・№5　エコキャップ・ふくしトピックス
・№6　�ボランティア・いきいきプラザ・子育て

ひろばすくすく

KUSATSU

編集発行／社会福祉法人　草津町社会福祉協議会
〒377-1711 草津町大字草津464番地28　草津町総合保健福祉センター内
 TEL：0279-88-1050　FAX：0279-88-1055
 E-mail  kusasyakyo@song.ocn.ne.jp
 HP  http://www.kusatsu-shakyo.com/

草津町社会福祉協議会では地域福祉の向上を目指しています

平成31年１月

第44号

平成30年度 人権福祉講演会が開催されました。

テーマは「心のバリアフリー」～障害って何だろう？～
中学校全生徒・先生・町民・ボランティア等にご参加いただき約200名が集まりました。

参加者の感想
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　昨年度から会場が変更となりましたが、200名という大勢の皆様に参加をいただき、盛大な大会
となりました。
　第１部式典では、金婚者表彰が行われミヤマ写真様のご厚意で、２組３人のご夫妻が笑顔で記念
の撮影をされました。また、社会福祉に功績のあった方々に表彰及び感謝状の伝達が行われました。
第２部「出前うたごえ喫茶」では、全国各地でご活躍のともしびの皆様による懐かしい歌の数々を
全員で合唱し、和やかな時を過ごされていました。

草津町やすらぎ福祉大会が開催されました
平成30年10月３日（水）　草津温泉スキー場天狗山レストハウス



No.3

草津町社会福祉協議会では地域福祉の向上を目指しています

　年寿者（88・99歳）及び85歳以上の
高齢者の方々へ、ご協力いただきました
民生委員及び社協役職員でお祝いの品等
をお届けいたしました。
　皆さま、おめでとうございます。いつ
までもお元気でお過ごしください。　

敬老祝い事業 平成30年９月11日（火）町内全域

　運動期間中、皆様からいただきました温かいお
気持ちは、歳末慰問として、民生委員のご協力も
いただき、80歳以上のひとり暮らし高齢者や施設
に入所されている方々に、慰問金品をお届けする
事業に使わせていただきました。
　新しい年が皆様にとりまして良い年であります
よう。

草津町戦没者追悼式

　草津町公園墓地忠霊塔において、戦没者追
悼式を無宗教の献花方式により行いました。
　参列者全員で献花し、草津町出身の117柱
の英霊のご冥福をお祈りするとともに、恒久
平和を祈念しました。

平成30年10月１日（月）

歳末たすけあい運動歳末たすけあい運動 平成30年12月１日～ 31日

県福祉大会

　前橋市民文化会館にて群馬県社会福祉大会が開催されまし
た。
　今年のテーマは、「誰もが役割を持ち、活躍できる、地域共
生社会の実現のために」です。
　第１部では、フォトジャーナリストの安田菜津紀氏を講師
に迎え「写真で伝える“今”」を演題に講演が行われました。
第２部の式典では、表彰・感謝状が授与されました。
　草津町では、坂田政幸様・細井正子様・山口まゆみ様が表彰されました。

平成30年11月21日（水）
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団 活体 動支 報援 告

草 津 町 赤 十 字 奉 仕 団

　毎年行われる団員研修として、今年度は新潟県のそなえ館の視察に行き
ました。ここでは、新潟中越大震災の発生時の様子を映像で体験したり、
避難所生活を再現したブースがあり、職員が案内してくださる施設になっ
ています。また、地元の赤十字奉仕団関係の方を講師とし、赤十字奉仕団
の心得や重要性について学ぶことができ、実りのある団員研修になりまし
た。

平成30年11月８日（木）

草津町老人クラブ連合会　親睦交流会

　ホテル櫻井にて、町長様はじめ、常日頃お世話になっております方々を
お招きして、親睦交流会が開催されました。当日は、小学校児童より、児
童安全守り隊の活動に対してお礼の伝達や余興では、カラオケなど盛大に
おこなわれ、皆さん和やかに歓談されていました。

平成30年11月21日（水）

草 津 町 身 体 障 害 者 の 会・ 盲 人 会
８月３日　群馬県カラオケ大会、８月11日　まゆだまネットフェスティバル、
８月23日　健康づくり教室、９月５日　栗生楽泉園療養祭、９月７日　相
馬ケ原自衛隊見学、10月11日　身障連福祉大会、10月16日　吾妻郡スポー
ツ大会、10月18日　群視協福祉大会、11月13日　点字図書館利用者と奉仕
者の集い、11月14日　カラオケ交流大会、11月15日　料理教室、11月28 ～
29日　研修旅行（伊豆）、12月11日　買い物訓練
などの行事に参加しました。

草 津 町 遺 族 の 会
８月15日　群馬県戦没者追悼式
10月１日　町戦没者追悼式
10月17日　群馬県護国神社例大祭
などの行事に参加しました。

草 津 町 手 を つ な ぐ 育 成 会
９月７日　第１回定例会、９月11日　第46回吾妻地区福祉パレード
９月29日　吾妻郡手をつなぐ育成会バス旅行（鎌倉・江の島）
10月27日　中之条研修会、11月９日　第２回定例会
11月29日　県育成会講演、12月14日　草津町育成会忘年会
などの行事に参加しました。　
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ふくし
　トピックス

車椅子の貸出を行っています。

除雪機の貸出しについて 手作り杖を寄贈

エコキャップ回収

日常生活自立支援事業のご案内

思いやり駐車場の利用について
　群馬県が行う「思いやり駐車場利用制度」を受託し、
利用証の交付を行っています。以下の対象者に利用証を
配布し、この制度に協力していただいている施設の思い
やり駐車場（車いす使用者用駐車施設）に駐車する際に、
自動車のルームミラーに利用証を掲示するものです。
利用証の対象となる方
・�身体障害者の方（身体障害者手帳の等級により交付され
ます）
・�知的障害者の方（療育手帳の障害の程度が「Ａ」の方）
・�精神障害者の方（精神障害者保健福祉手帳の等級判定
「１級」の方）
・�高齢者の方（介護認定を受けた方で要介護度１以上の
方）
・�難病患者の方（特定疾患医療受給者の方）
・�妊産婦の方（妊娠７か月～産後６か月の方）
　ご利用を希望される方
は、社会福祉協議会まで
お問い合わせください。

　高齢者や身体に障害のある方及び傷病のため自宅に
て療養中の方へ、草津町社会福祉協議会及びボランテ
ィアサークルやすらぎの会で所有している車いす・ス
ロープ・点字器等の貸出を行っています。
　また、福祉団体や地域活動、ボランティア活動を目
的とするグループに、高齢者疑似体験セット・プロジ
ェクター・テント等の貸出を行っております。
　貸出期間は、原則として２週
間以内です。
　借用をご希望されます方は、
社会福祉協議会窓口までお問い
合わせください。

　器具備品等貸出し事業として、
除雪機の貸出しを行います。
　貸出しについては、ご自分で
輸送できる方に限ります。
　貸出し希望の場合は、事前に
連絡をお願いいたします。

　このたび、藤岡市在住の本多一助様
より「手作りの杖」50本を頂きました。
　町および社会福祉協議会に備え置き、
大切に使わせていただきます。
　多くの皆様にご利用いただきますようお知らせいたし
ます。

　皆様が集めて、回収させていただいたエコキャップ・
プルタブは、回収業者（アルファ・ジャパン）が回収・
売却し、収益の一部を、ＮＰＯ法人「世界の子どもにワ
クチンを日本委員会」（ＪＣＶ）に寄付しております。
　◉エコキャップ１㎏（約430個）＝約５円（寄付額）
　◉ポリオワクチン（小児麻痺）一人分＝約20円
　◉�エコキャップ４㎏（約1,720個）＝ポリオワクチン
一人分

　◉�プルタブはドラム缶８本分（約800㎏）で、車椅子
１台を施設等に寄贈しています。

エコキャップ収集場所
草津小学校・草津町総合保健福祉
センター
※�エコキャップ・プルタブは、そ
れぞれポリ袋等にまとめて詰め
て出してください。

　日常生活自立支援事業とは、認知症や知的障害、精神
障害等により判断能力に不安がある方たちを対象に以下
のサービスを通して地域で安心して生活できるようサポ
ートする事業です。
◉福祉サービス利用援助
　生活上の困りごとを伺い、各種福祉サービスの紹介及
び利用のための手続きの支援を行います。
◉日常的な金銭管理
　預貯金の出入金をご本人に代わって行います。生活費
のお届けや各種公共料金、医療等の支払いの代行を行い

ます。
◉書類等の預かり
　通帳、印鑑、年金証書等の預かりを行います。
※利用料について
１回１時間1,000円（住民税非課税世帯500円、生活保
護世帯　無料）
相談～契約までは無料
契約後サービス開始より有料となります。
※事業に関するお問い合わせ、利用に関する相談は社会
福祉協議会（☎88-1050）までお願いします。
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No.6★お問い合わせ★　草津町社会福祉協議会
TEL0279-88-1050　FAX0279-88-1055　E-mail��kusasyakyo@song.ocn.ne.jp
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10月10日
買い物ツアーへ行って来ました。
帰りには、八ッ場ダムの見晴台
に寄りました。

11月21日
管理栄養士の岡部さんの指導によ
り、調理実習を行いました。
みなさん調理はお手の物です。
はりきって４品を作りました。

子育てひろばすくすく

助産師の滝澤さんにデート
DVについてわかりやすく
教えてもらいました
(*^▽^*)

自由遊び
(*^_^*)(�*´艸｀)

天狗山で身体を
動かして楽しく
遊びました
また行きたいね

いきいきプラザ草津

点字プリンター購入
　点訳ボランティア「草津町点訳の会」では、点字カレンダー・
時刻表などを作成しています。
　今まで長年使用してきた点字プリンターが老朽化し、（公財）車
両競技公益資金記念財団様の助成により新プリンターを購入しま
した。
　新しいボランティアさんも常時募集中です。ご興味のある方は
お問い合わせください。初心者でもていねいにお教えします。
問い合わせ先　草津町社会福祉協議会　☎0279-88-1050

デイサ
ービスセンター

利用者募集！

◉対象者
　町内在住で、介護保険において要支援・要介護の認定を受けている方
◉営業日・時間
　月曜日～金曜日　午前９時～午後４時15分
　※自宅まで送迎いたします。
お問合せ　０２７９－８８－１０６５
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